
飢餓の向こう側
地球規模の食料危機における
ジェンダーの視点から見た影響



頭字語
ART	 抗レトロウイルス療法
CEFM	 早すぎる、強制された結婚
FGD	
GBV	
HIV	
IDP	

フォーカス・グループ・ディスカッション
ジェンダーに基づく暴力
ヒト免疫不全ウイルス

国内避難民

KII	
RGA	

主要な情報提供者のインタビュー

高速ジェンダー分析 
SRHR	 性と生殖に関する健康と権利

STI	
UTI	

性感染症

尿路感染症

3
4
5
8

13

15
15
16
20
23
43
25
26

28
29

	




























 36



はじめに
世界は今、壊滅的な、そして深刻な食料危機 の真っ
只中にある。82カ国で少なくとも3億4,500万人が現
在、急性食料不安に直面しているか、その危険にさ
らされており、5,000万人が飢餓や飢饉の淵に立たさ
れている1。この統計は驚くべき状況を示しているが、
いまだ知られていないことが沢山ある。世界のメディ
アは、食料危機に対する個人の脆弱性や経験の違
いやこれら異なる影響を形成する要因について何も
伝えていない。

食料不安の原因と結果は、ジェンダーと密接に絡み
合っており、最も食料不安が深刻な国々は、最もジェ
ンダー不平等な国々でもある2。ジェンダー不平等
は、食料生産と消費の段階においても見られ、食料
の生産と消費の方法においても影響を及ぼしてお
り、課題解決のための策略にも内在し、 飢餓と食料

不安の犠牲となる人々の保護と幸福に対する様々な
作用に影響を与える。子どもや思春期の若者たちが
経験する食料不安においては、ジェンダーの役割が
見落とされがちである。

本報告書は、現在の地球規模の食料危機の中で、
最も深刻な状況に直面しているエチオピア、ソマリ
ア、ケニア、南スーダン、マリ、ブルキナファソ、ニ
ジェール、ハイチの8カ国におけるジェンダー不平等

の影響を新たに証明している。本報告書は、プラン・
インターナショナルとそのパートナーが最近行った高
速ジェンダー分析（RGA）からのデータを利用し、統

合したものである。この分析は、主にプラン・インター
ナショナルが実施する食料危機人道支援に向けた
情報提供のために行われたものである。

とはいえ、危機が女の子、男の子、女性、男性の生
活のあらゆる面にどのような影響を及ぼしているか
についての理解を深める豊富な証拠と洞察も提供
している。 本報告書のために分析された RGAに
は、8カ国7,158人の回答者が含まれている。

この報告書に含まれるすべての国において、共通
のテーマが浮かび上がった。ジェンダーに基づく暴
力(GBV)のリスクのさらなる高まり、食料と収入の確

保の過程や、家庭で特に女の子と女性が直面する
暴力、虐待と搾取、生存優先による教育軽視、家計
負担軽減のための早すぎる結婚（児童婚）、ジェン
ダー役割の変化による労働量増加、それによるスト
レスや不安の拡大といったテーマである。

紛争、経済課題、気候変動といった複数の要因が
重なって起きている現在の食料危機食料危機に収
まる気配がなく、支援の強化を国際社会に求める声
は、高まるばかりだ。本報告書は、食料危機への支
援食料危機いて、個々によって異なる食料不安経
験には、根強く残るジェンダー不平等の影響を特に
考慮しなければならないことを明示している。 そうし

なければ、女の子と女性特有のニーズが無視され、
ジェンダー平等に向けた進展が台無しになる恐れが
ある。

食料不安の定義
急性食料不安

十分な食料を消費できないことで、その人の生命や生活
が差し迫った危険にさらされる場合。急性食料不安のデー
タは、国際的に受け入れられている極度の飢餓の指標に
基づくものである3。
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調査方法
ジェンダーに関する緊急分析 （RGA）は、女性、男

性、男の子、女の子の異なるニーズ、脆弱性、能力、
対処戦略に関する情報を提供するために、緊急事態
において用いられる手法である。これは迅速に、一次
データと二次データを使って、より詳細で正確な全体
像へと徐々に構築されるよう設計されている。RGAの
主な目的は、人道的プログラムとその影響に関し、実
用的な提言を行うことにある。

プランは、RGAの一環として、危機における個人の経

験を形成する上で、ジェンダーが年齢やその他の包摂
要因とどのように交差しているかという特定の分析に
焦点を合わせている。また、思春期の若者やユース特
有のニーズが人道的対応の一部として扱われていな
いことが多いため、評価と分析に彼らを含めることに特
に重点を置いている。

本報告書に含まれる RGA の具体的な目的は、状況

によって異なっている。しかし、食料危機の影響を受
けた女の子、男の子、女性、男性の役割と責任、能
力、脆弱性、優先事項、特定のニーズに関する情報
を提供し、プログラミングと政策提言を行うという目的
は共通している。プランとそのパートナーは、プログラ
ミングの設計と適応だけでなく、責務実行者の決定と
行動を左右するために、すでに国別のRGAの調査
結果と提言を利用している。

対象国の選定
本報告書では、ケニア、エチオピア、ソマリア、南スー
ダン、マリ、ブルキナファソ、ニジェール、ハイチの8カ
国のRGAを分析した。これらは、プランが世界的な食

料危機支援の一環として、優先的に取り組んできた
国々である。これら8カ国は、プランが長年活動してい

る国々で、状況の急速な悪化と急性食料不安の規模
や深刻さに基づいて選ばれた。本報告書の対象とな
るすべての国は、「食料危機に関する世界報告書
20224」に含まれており、すべて WFP/FAOによって現

在の「飢餓ホットスポット」5 として特定されている。これ
は、今後数ヶ月の間に急性食料不安が増加する可能
性があることを意味する。

方法の概要
使用された具体的な方法やツールは状況によって若
干異なるが（図1参照）、一般にRGAでは、以下のよ

うな組み合わせによる混合的な方法が採用されてい
る。

● 文献・二次資料のレビュー

● 家計調査

● 女性、男性、女の子、男の子を対象とした
フォーカス・グループ・ディスカッション（FDG）6

● コミュニティリーダー、技術専門家、サービスプ
ロバイダー、政府代表から成る主要な情報提
供者（KIIs）のインタビュー

多くの国で、ツールはCareの「Rapid Gender 
Analysis Toolkit」7 から転用された。いくつかの国で
は、RGAは更に、思春期の若者の視点を強調するた
めに、プラン・インターナショナルの「Adolescents in 
Crisis Programming Toolkit」8 や「Planting Equality 
2.0 Toolkit」9 から、積極的に参加できるように設計

されたツールを使用した。

RGA全体の情報を統合するために、国別報告書の
テーマ別分析が行われた。

サンプリング
サンプルサイズとサンプリング方法は国によって異な
る（図1参照）。国によっては、調査地域を代表するよ

うなサンプルが選ばれているが、サンプルは国全体
もしくは世界全体を表すものではない。今回のRGA
には、調査回答者3,343人、フォーカス・グループ参
加者3,542人、個別インタビュー参加者273人の８カ
国合計7,158人が参加した。

15歳で結婚したユース女性（30歳）は、食料不足にもかかわらず、
現在は早すぎる結婚の防止運動を行っている。
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すべての場合において、サンプル地点はプラン・イン
ターナショナルのプログラム選定における考慮事項
に基づき選択された。ほとんどの場合、その国で食
料不安の影響を最も受けている地区や地域において
データ収集された。

多くの国で、サンプルに避難民と受け入れコミュニ
ティの両方が含まれていた。

倫理的配慮
すべてのケースで、データが倫理原則に従った収集
が保証されるよう措置がとられた。データ収集の前
に、すべての参加者と、子どもの参加者の親／保護
者からインフォームド・コンセントを取得し、回答者の
データの保護、機密性、安全性が確保された。データ
収集チームは、プラン・インターナショナルのセーフ
ガーディング方針およびジェンダーと抱摂に関する研
修を受けた。

制限事項
本報告書のベースとなるデータには、RGA のプロセ

スそのものの性質から生じる固有の制限があ
る。RGAは迅速、進歩的、実用的であることを意図し

ており、収集されたデータは意思決定に「十分な」も
のであるべきだが同時に、RGAは緊急支援期間中

にデータを強化し、発生し得る変化を捉え、常に更新
されるべきである。

各国で実施された分析には、多くの特定の制限が
適用される。一般的な制限事項を以下に示す：

● 一部の地域では、セキュリティリスクや不安定
さがデータ収集に影響し、一部のデータに
ギャップが生じた。

● 一部の国では、地域レベルの細分化された
データがないため、二次資料の有用性が制限
された。

● 障害者を含むかどうかについては国によりばら
つきがあるため、総合で障害者の経験を強調
するにとどまっており、統合の中で障害者の経
験を強調する可能性を制限している。

国別報告書からのデータの統合は、叙述的な統合
にとどまっている。量的データについては、国によっ
てサンプリング方法や調査方法が異なること、また
生データの入手が困難なことから、国をまたいだ横
断的な分析は不可能であった。また、国によって量
的データの分析方法が異なるため、統計データは報
告書から直接引用している。

更に、国によって報告書の範囲や焦点が異なるた
め、テーマ別の統合は包括的なものとはなりえな
い。すべての国ですべてのテーマが調査されたわけ
ではない。

南スーダンのルンベクで、食料の配給を木の下で待つ女性たち© Plan International / Peter Caton



図1：国別に採用されている方法

ブルキナファソ
地域： 北部、中部-北部、サヘル、東部

日付： 2022年7月

方法：

二次資料レビュー

FGD25回 参加者223人

アンケート調査394世帯と143人

KII 106回

ニジェール
地域：ティラベリ、タホア、ドーゾ、ディファ、ツィンダー

日付： 2022年8月

方法：

二次資料レビュー

FGD 160回 参加者1,920人

アンケート調査216世帯

KII 90回

ケニア
地域： マルサビット郡

日付：：2022年9月

方法：

二次資料レビュー

FGD 40回 参加者316人

アンケート調査460世帯

KII 18回 

ソマリア
地域：ソマリランド（スール、サナグ、トグディール）

日付： 2022年4月

方法：

二次資料レビュー

FGD 24回 参加者240人

アンケート調査回答者384人

KII 11回

南スーダン
地域：大ピボール行政区のピボール・ボマ、ワラップ州のトンジ・サ

ウス、東エクアトリア州のカポエタ・ノースとカポエタ・サウス

日付： 2021年11月～12月

方法：

二次資料レビュー

FGD 24回 参加者192人

アンケート調査回答者1,547人

KII 12回

ハイチ
地域：南東部のマリゴ、ジャクメル、ベルアンジュの各コミューン

日付：2022年7月～8月

方法：

二次資料レビュー

FGD 21回 参加者196人

KII 21回 個別談話3回

マリ
地域： ガオ、モプティ、セグー、ティンブクトゥ

日付：2022年8月

方法：

二次資料レビュー

FGD 80回 参加者365人

アンケート調査199世帯

KII 28回

エチオピア
地域： 西ハレガ・東ハレガ地区

日付： 2022年4月

方法：

二次資料レビュー

FGD 7回 参加者90人

KII 8回
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NIGER

MALI
central Sahel:

BURKINA FASO

HAITI

KENYA
ETHIOPIA

Horn of Africa:

Somalia

SOUTH SUDAN

ハイチ

450万人

2022年に急性食料不安に直
面している人20

要因： 不安と暴力の増大によ
るサプライチェーンの寸断、食

料価格の高騰、降雨量の低
下、作物生産の途絶

マリ

180万人
2022年に急性食料不安に直面している人 

(前年度比41％増13)

要因：紛争とそれに伴う避難、政治・経済不
安、干ばつ、洪水

ブルキナファソ
2022年に急性食料不安に直面している人

350万人(前年度比20％増
12)

要因： 絶え間ない紛争、不安とそれに伴う
避難、不作、局地的な干ばつ、食料価格の

高騰

ニジェール

440万人
2022年に急性食料不安に直面している人

(前年度比71％増14)

要因： 紛争の悪化とそれに伴う避難、食料
価格の高騰、不規則で極端な降雨による

凶作

南スーダン
2022年に急性食料不安に直面している人

19

770万人 
要因： マクロ経済的な課題と相まった、長引
く紛争と、度重なる洪水や干ばつを伴う気候
変動による、避難民の発生

エチオピア
干ばつによる急性食料不安に直面し

ていると推定される人
18

990万人
要因： エチオピア南部・東部における
干ばつの再発・長期化、それに伴う暴
力、避難、食料価格の高騰

ソマリア
2022年に急性食料不安に直面すると見

込まれる人

670万人 
一部地域では、飢餓のリスクが高い15

2022年急性食料不安の規模と深刻さが
大幅悪化16

要因： 長引く干ばつに加え、食料価格の
高騰 や絶え間ない紛争

ケニア
2022年に急性食料不安に直面する

と見込まれる人

440万人（前年比84%増
17

） 
要因：  長引く干ばつと食料価格の
高騰

中央サヘル
サヘル地域では、紛争と不安、政情不安、気候変動、食料
価格の高騰などが複雑に絡み合って、食料不安を引き起
こしている。これらすべての要因は悪化する可能性が高
い。人道支援者のアクセスは、すべての国で制限されてい
る。人道的対応のための追加資金がなければ、食料支援
を受ける人の数は減少することになる10。

2022年には、地域全体で1,300万人以上が急性食料不安に
苦しむと予測されている11。

図2：本レポートで取り上げた国・地域状況の概要

アフリカの角
過去40年を越えて最も長い干ばつに見舞われており、今後も続くと予測されている。

ソマリア、ケニア北部・東部、エチオピア東部・南部で、2022年末までに最大2,600万
人が急性食料不安に陥ると予想される。



背景と経緯
急性食料不安の要因
世界は今、壊滅的な食料危機の真っ只中にあり、そ
の深刻さは増すばかりである。82カ国で少なくとも3
億4,500万人が現在、急性食料不安に直面している

か、その危険にさらされており、4,900万人が飢餓
の危機に瀕している21。

本レポートで取り上げた国々では、飢餓 が最も懸念
される状況にある22。 国によって状況は異なるが、

いずれも複合的で多くの場合相互関連があり、飢餓
を互いに悪化させる要因と闘い続けている。ほとん
どの場合、これらの国々は、紛争、経済的打撃、気
候変動というパーフェクト・ストームと、人道的アクセ
スに対する大きな制限に直面している。

組織的な暴力と紛争の存在は、本報告書の多くの
状況に共通している。食料不安は、紛争と強い相関
関係にあることを考えると、これは当然のことであ
る。2021年に危機的レベルまたはそれ以上の急性
食料不安に直面した人々の70％超の人々は、紛争

の影響を受けた国に住んでいた23。紛争は、食料シ
ステムや市場の寸断、市民の強制移住（避難）を引
き起こし、農地の放棄と資産の損失という結果に至
る。

紛争に直面している国での人道支援は、最も複雑で
困難な状況でもある。中央サヘル（ブルキナファソ、
マリ、ニジェール）、南スーダン、ソマリア、ハイチで
は、組織的な暴力と紛争が食料不安の主な要因と
なっている。逆に、ケニアとエチオピア南部では、干
ばつと資源不足が、地域間の緊張を悪化させ、不安
を高めている。

本報告書で取り上げた国々は、食料不安を引き起こ
す気候の変動性と極端性の役割も鮮明に示してお
り、気候危機がすでに壊滅的な影響を及ぼしているこ
とも示している。アフリカの角（ソマリア、ケニア、エチ
オピア）の国々は、40年以上にわたる最も長い干ばつ

に見舞われており、本稿執筆時点では、この地域は
連続5期目となる雨不足の雨季を迎えている。一方、

南スーダンの洪水、ハイチの干ばつ、中央サヘル地
域の乾燥と洪水は、いずれも食料生産を直撃してい
る。

国内の食料生産の減少によって、世界的な価格高騰
の中多くの国が輸入への依存度を高めている。ウク
ライナの戦争は、すでに高騰している世界の食料お
よびエネルギー価格の上昇を招き、多くの経済が 新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）による経済減

速の影響を受けて未だ苦境にある。本報告書のすべ
ての国において、食料およびエネルギー価格の高騰
が、急性食料不安を引き起こしている要主な因である
24。価格上昇は、人道支援活動費をも圧迫してい
る。2021年には、危機的状況にある11カ国におい
て、食料バスケットのコストが5年前と比べて少なくと
も30％上昇した25。

ジェンダーと食料不安
飢餓の危機の規模に関する世界的な統計は、目を
見張るような状況を示しているが、その一方で、不明
瞭な点も多くある。統計は、食料不安に対する個人
の脆弱性や経験がどのように異なるのか、また、こう
した異なる影響を形成する要因について、何も教え
てはくれない。

利用可能なデータによると、2021年に食料不安に
陥った人は、男性よりも女性が1億2,630万人多いと

いう統計が出ており26、その差は拡大している27。しか
し、世界規模のデータセットでは、大人および思春期
後期の若者の間でのジェンダー差を明らかにしただ
けである。子どもを含めると、食料不安に苛まれる女
の子や女性は、男の子や男性に比べて世界で1億
5,000万人も多いと推定されているが28、これはあくま
でも推定であり、15歳未満に関する世界のジェンダー

別の食料安全保障データは存在しない。

ブルキナファソのクーペラで、幼い娘と避難してきた母親。 © Plan 
International / Souleymane Drabo / Tamani Films
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このようなデータの欠如にもかかわらず、大人と同様
に、ジェンダーは、年齢、能力(障害)、民族性、避難状

況などの要因と組み合わせて、子どもや思春期の若
者の保護や幸福を含む29食料不安の経験を形成する
上で重要な役割を果たしているという十分な証拠があ
る。

食料不安の要因と結果は、ジェンダーと密接に絡み
合っており、 ジェンダー平等と食料安全保障には強
い相関がある。109カ国のデータを分析した結果、そ

の国のジェンダー不平等度が高いほど、人びとはよ
り飢餓に苛まれることが判明した30。本報告書に含ま
れる、データが入手可能なすべての国は、ジェン
ダー平等度において世界的に下位4分の1にランクし
ている31。

ジェンダー不平等と食料不安の関係は、複雑な形で
展開される。ジェンダー不平等は、食料の生産と消費
の方法に関係し、食料不安に対処するために適用さ
れる戦略を形成し、人びとの保護と幸福に関して、飢
餓と食料不安のさまざまな作用に影響を与える。

土地、水、家畜、種子、肥料などの生産資源へのア
クセスと管理は、食料安全保障に対する主要な貢献
要素となるが32、低所得国の大半の女性たちには、
金融、土地所有、意思決定へのアクセス権がない。
世界中の土地所有者のうち女性は、わずか15%33だ
が、農業労働力の農業労働力の約43%は女性だ34。
そして調理と食料購入の大部分を担っているのは、
女の子と女性たちだ。

彼女たちが食料生産と調理において重要な役割を
担っているにもかかわらず、食料消費を取り巻く根
強いジェンダー不平等とジェンダー規範は、 女の子

と女性の飢餓と栄養不良に対する脆弱性を不均衡
に高めている。食料が不足すると、女の子と女性の
食事は後回しにされ、最も少なく、最も栄養価の低
い食物を提供され、必要な栄養素は男の子と男性
に優先的に提供されることになる35。特に思春期の
年齢にある既婚の女の子たちは、夫や義理の家
族、他の妻たちから、食事を拒否されるという証言も
あるほど脆弱な立場にある36。世帯での地位が低い
と、自分自身や子どものための食料を入手できるよ
う主張することが難しく、自分自身の健康、栄養、食
料安全保障に関する十分な知識がない場合がある
37。このようなジェンダー差別は、人生の早い段階
から始まっている可能性がある。例えば、インドで
は、女の子は平均して母乳育児の期間が短く、男の
子よりも少量で栄養価の低い食事しか与えられてい
ないことが明らかになっている38。

女の子や女性は、その生理的条件からより栄養価の
高い食物を必要としているが、ジェンダーに基づく食
料消費様式によって、彼女たちの栄養には悪影響を
及ぼすことになっている39。女の子と女性の栄養不良
のリスクが高いだけでなく、栄養不良は思春期の女
の子や妊娠・授乳中の女性を特に脅かし、流産や妊
婦死亡のリスク、死産、新生児死亡、低出生体重、発
育阻害のリスクを高め、栄養不良の世代間連鎖につ
ながる。母体の低栄養状態は、年間推定240万人の

新生児死亡の一因となっている40。

思春期の女の子は、月経のために鉄の必要量が増
え、妊娠中は特に栄養不良のリスクが高まる41。幼児
期から思春期の栄養食品の摂取不足は、子どもの成
長を阻害し、脳の発達に大きな影響を与え、学習能
力や教育到達度、健康、経済的成果を徐々に損なう
ことになる。

Grandmother, 62, shares bowl of rice with her granddaughter, Haiti.
© Plan International
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保護リスク
食料不安の影響は、栄養不足という直接的な結果以
上のものを引き起こしているだけでなく、より表面化し
づらい間接的な影響もまた、深刻な被害を与える可
能性があり、ジェンダー不平等と絡み合っている。食
料不安が、精神衛生と心理社会的幸福に悪影響を
及ぼすことを示す証拠が増加している。食料不安や
その他の満たされない基本的ニーズから家庭内のス
トレス、不安、緊張が悪化し、食料の獲得や収入を得
るために多くの時間を費やすようになると、親密な
パートナーからの暴力（女の子や女性に対して最も
頻繁に）、子どもに対するネグレクトや暴力のリスク
が高まる42。食料不安が保護者の精神状態に与える
影響は、子どもの育児をする能力に直接影響する。
また、食料不安の経験がある子どもたちは、精神衛
生状態悪化のリスクが高くなる43。

食料不安の状況下では多くの場合、女の子と女性は
食料、水、薪の収集に多くの時間を費やさなければ
ならず、そのため性暴力の危険にもさらされる。食料
配給も保護リスクを高めることがあり、特に性的搾
取、虐待、暴力、ハラスメントに、同伴者のいないま
たは離れ離れになった子どもや女の子、女性が直面
する44。 子どもは、特に配給が混乱したり暴力的に
なったりすると、親や 保護者から離れたり負傷する

危険にさらされる。同伴者のいない子どもや、子ども
が世帯主である家庭に住む子どもたちは登録時に取
り残されたり、配給の情報さえ知らされない場合もあ
り、食料配給のアクセスに困難を極めることになる。

食料が不足し、貧困と生計手段の欠如が深まるにつ
れ、家族は生き残るためにネガティブな、時には極端
な対処法に頼ることが多くなる。ジェンダー、年齢、障
害、その他の要因のすべてが、利用できる方策だけ
でなく、対処方法にも作用する。女の子や女性にとっ
て、ネガティブな対処法はしばしば保護リスクと負担
を高める。

思春期の女の子にとって、食料不安は、しばしば早
すぎる、強制された結婚（CEFM）のリスクを意味し、

それに伴い早期妊娠やその他の性と生殖に関する
健康と権利（SRHR）の懸念が高まることを意味す

る。多くの状況で、早すぎる結婚は、経済的負担を軽
減するため、あるいは養うべき家族を一人減らすた
めに、家族間で決められる45。

例えば、エチオピアの干ばつ被災地では、早すぎる
結婚の事例が 1年間で51％増加したと報告されてい
る46。18歳未満で結婚する女の子は、親密なパート

ナーからの暴力や妊娠中の危険な合併症を経験し
やすく、中途退学することが多い47。しかし、選択肢
が限られる中、女の子が食料へのアクセスを高める
方法として結婚に至るケースも報告されている48。

食料不安と貧困に直面した場合の収入と生計の機
会増加のもう一つの一般的な戦略が移住である。し
かしこれは、ジェンダーに左右されることが多い。女
の子や女性にとって移住は、保護リスクを高め、世話
の負担を増加させる可能性がある。食料不安は、家
族分離の主な原因の一つであり、両親の移住によっ
て子どもたちの保護、安全、そして全体的な幸福にマ
イナスの影響を及ぼすことになるだろう49。

生活への圧力が高まり貧困が深刻化すれば、子ども
たち自身も労働市場に参入せざるを得ないことが多
く、場合によっては都市中心部へ出稼ぎに行くことも
ある。児童労働は、子どもたちの生命を脅かすさまざ
まな危険や有害な状況にさらし、その影響は大人に
なっても続くことが多く、貧困の世代間連鎖を強化し
かねない50。児童労働もジェンダーによる違いがあ
り、女の子と男の子では、利用できる生活の機会も、
直面するリスクも異なることが明らかになっている。

ニジェール、タホア地方で食料不足に苦しむ女の子.© Plan
International / Fabien Akakpo
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既存データでは、男の子の方が児童労働のリスクが
高いが、女の子は、家事労働などの「隠れた」形態の
労働に携わることが多い51。人身取引や商業的性的
搾取など、最悪の形態の児童労働も、女の子に過度
な影響を与えている52。こうした違いは、ひいては子
どもたちの収入の可能性や、食料を入手し、その他
のニーズを満たす能力にも影響する53。紛争地域で
は、食料難において、最も疎外された子どもたちが生
き残りるための手段や親の保護世話の代わりとし
て、子どもの武装集団への登用を増やすことになる
54。

食料とその他の食料資源の不足によっては、食料と
引き換えの売春という手段を取ることもあるため、性
的搾取のリスクを高めることになる。 飢餓が権力の

不均衡と組み合わさり、人道支援活動者、コミュニ
ティリーダー、治安部隊による性的搾取に対する女
の子と女性の脆弱性を高めることがさまざまな状況
証拠によって示されている55。例えばナイジェリアで
は、女の子と女性は、食料と限られた生計の機会へ
のアクセスを得るために、また拘束や殴打を避ける
ために、国家の治安部隊から性的搾取を受けている
と報告されている56。

性と生殖に関する健康と権利へ
の影響
食料安全保障危機を含む危機的局面の最中は、特
に女の子とユース女性の性と生殖に関する健康と権
利（SRHR）は軽視されがちである。ジェンダーに基

づく暴力、早すぎる結婚、女性性器切除、性虐待や
搾取のリスクが高まることで、意図しない妊娠や望ま
ない妊娠、性感染にさらされるため、SRHRに関する

情報、サービス、それらの物資提供のニーズが増加
するが、優先度が下がる場合がある。例えば、食料
不安は、HIV感染の増加と関連している57。食料不安

は、診療所への受診率の低下、抗レトロウイルス療
法（ART）の実施と遵守率の低下、ARTの効果の低
下、死亡率の上昇と関連しており、HIVとともに生き
る人々のリスクも高まっている58。 

食料が不足すると、家庭では避妊具や生理用品のよ
うな性と生殖に関する健康サービスや用品の購入の
優先度を下げざるを得ない。その結果、女の子と女
性は意図しない妊娠や望まない妊娠、月経時の不健
康に対してますます脆弱になる。

しかし、女の子や女性のSRHRのニーズが満たされ

ることで、食料不安に対する回復力が高まり、その年
の自分にある選択肢や資源に応じて妊娠の計画を
立てることができるようになる。同様に、女の子や女
性が妊娠のタイミングや場所を選ぶことが可能であ
れば、労働参加、所得、貯蓄、そしてより広範な経済
成長の向上に直接結びついている59。

教育への影響
飢餓と食料不安は、子どもの教育に有害な影響を及
ぼしている。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

での学校閉鎖の影響に加え、現在の世界的な食料
危機は、多くの国々で子どもの教育に更なる打撃を
与えるリスクがある60。

飢餓と栄養不良が子どもたちの学習能力に与える影
響も否定的なものだけだ61。その結果、学力と実技能
力の両方が不足するだけでなく、危機に直面したとき
に個人の回復力を高める重要なライフスキルの習得
にも影響が及ぶ。

急性食料不安の状況下では、教育が早期に犠牲と
なる可能性があり、思春期の女の子にとって食料不
安は、教育を受ける上ですでに直面している障害を
更に悪化させる可能性がある。女の子の教育は真っ
先に優先順位から外れることが多く、両親が労働や
食料の確保を行うため、女の子が代わってはきょうだ
いの世話をする必要があり、休学や中途退学を余儀
なくされる。サヘル地域のように、食料不安と紛争や
不安が共存する状況では、学校への攻撃、閉鎖、不
安は女の子の教育へのアクセスを制限する62。

ケニア、キリフィ郡の小学校で給食を食べ
る女の子たち。© Plan International
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教育へのアクセスを失うことは、子どもたちの直接の
保護を脅かすだけでなく、長期的な幸福と将来の希
望を損なうことを意味する。女の子にとって、中途退
学は、ジェンダーに基づく暴力、CEFM、その他の有

害な慣行にさらされる機会を増やすことになるから
だ。

逆に、学校給食の取り組みを通じて学校で食物が提
供されると、子どもの栄養状態が改善され、家庭の
食料確保を支えるだけでなく、特に思春期の女の子
の就学率と出席率の向上に役立つという有力な証拠
がある63。

人道支援
ジェンダーは、年齢、能力（障害）、その他の要因と相
まって、個人の食料不安に対する脆弱性と経験を根
本的に形づくるという明確な証拠があるにもかかわら
ず、食料危機に対する人道支援では見落とされがち
である。更に、女の子や女性が直面する特定のニー
ズ、リスク、負担は無視され、彼女たちが持つ可能性
を認識し損なってしまう。

ジェンダーと年齢を細分化したデータは、誰が、い
つ、どこで、なぜ、どのように影響を受けているかを
理解するために不可欠である。しかし、ジェンダー、
年齢、食料不安に関するグローバルなデータセットの
盲点は、特定の食料危機への対応にあっても忠実に
映し出されている64。

ジェンダーと年齢別のデータは、いまだ一貫して収
集・報告されておらず、対応計画やプロジェクトに活
用されていない65。一方、子どもの飢餓と食料不安の
経験は、評価やモニタリングデータではほとんど把握
されておらず、子どもの食料不安に関連するほとん
どのデータ収集は、5歳未満の子どもの栄養不良を

調べる身体測定が中心となっている。学齢期の子ど
もと思春期の若者は、食料安全保障の文献では、
「忘れられた人々」 と呼ばれている66。

このような欠落は、食料危機に対する人道的対応
が、女の子と女性のニーズを満たし67、子どもの保護
と幸福に取り組む上で、マイナスの影響を与える。思
春期の若者、特に思春期の女の子は、食料安全保
障と子どもの保護の両方の対応から見落とされ、子
どもと女性のためのサービスの隙間からこぼれ落ち
てしまうことになる68。

緊急支援において、ジェンダーに基づく暴力
（GBV）69、子どもの保護70、教育71、SRHRプログラム
72は、組織的に資金不足で、優先順位が低い。世界
の食料不安が拡大し続け、全体的な資金がニーズに
追いつかない中、こうした資金不足に対処するととも
に、全体的な人道資金がニーズの規模に追いつき、
すべての国で食料危機への対応の中心にジェンダー
と保護を据えることが急務となっている。

ハイチで水汲みをする8歳の女の子。© Plan



プラン・インターナショナルの支援
プラン・インターナショナルは、食料危機に関する
レッド・アラートを発表した。プランは、ブルキナファ
ソ、エチオピア、ハイチ、ケニア、マリ、ニジェール、
ソマリア、南スーダンの国々を優先的に支援し、食
料配給、現金およびクーポン支援、学校給食、栄養
不良検査、栄養供給といった支援活動の規模を拡
大し、実施している。また、ジェンダーに配慮した子
どもの保護活動も、食料安全保障プログラムに統
合しており、それが主流化している。人命救助のた
めの活動に加え、生活保護と支援活動も強化され
ている。

人道支援の取り組みは、RGAの結果に基づいて、そ

れぞれの国に合わせて調整される。プランは、すべて
の活動が最低限ジェンダーを意識したものであるこ
と、そして可能な限り、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブな変革に貢献することを約束している。権力の
力学、資源へのアクセスと支配、そしてジェンダー規
範と固定観念がどのように日常生活に組み込まれて
いるかを理解することは、女の子、男の子、思春期の
若者に異なる影響を与える特定のニーズと保護リス
クに取り組むための鍵になる。

ケーススタディ1
学校給食
プログラム

学校給食プログラム、または学校給食活動では、学
校にいる間、または持ち帰りの食料として、子どもた
ちに朝食、昼食、またはその両方を提供する。学校で
食べる食事は、学校、コミュニティで調理されるか、中
央調理場から配達される。食料は可能な限り地元で
調達される。

学校給食は、子どもの栄養と学習を支援する強力な
支援方法であると同時に、食料不安に苦しむ世帯に
とって重要なセーフティネットとなり得る。学校給食は、
両親や保護者が子どもを学校に通わせる強力な動機
となり、教育成果におけるジェンダー格差を縮小する
ことができる73。学校給食プログラムは、子どもたち、
特に女の子を学校に引き入れ、留まるように促す74。

長期的な持続可能性は不可欠であり、2021年に発足

した学校給食連合は、政府とそのパートナーが国の制
度の一部として、国の持続可能な給食プログラムを改
善または回復できるような行動を促す政府主導型の取
り組みである。2030年までにすべての子どもが学校で

健康的で栄養価の高い食事を受ける機会を持つことを
目標に掲げている75。

この報告書に含まれる国の中で、プランは、ケニア、エ
チオピア、南スーダンで学校給食プログラムを実施し
ている。例えばプラン・インターナショナル・ケニア
は、2022年に4つの郡で2万2,500人超の子どもたち
に温かい昼食を提供した。食料危機が悪化し続ける
中、このプログラムは、より広い地域でより多くの子ど
もたちに届くよう規模を拡大している。

ケニア、キリフィ郡の小学校で給食を食べる女の子たち。© Plan International
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南スーダンのルンベクで食料配給の列に並ぶ
Monica。© Plan International / Peter Caton

ケーススタディ2
南スーダンにおける食
料および栄養プログラ
ムへの子どもと若者の
保護プログラムの統合

南スーダンは、壊滅的なレベルの食料不安を経験して
いる76。また、世界で最も深刻な保護危機に瀕した国
の1つであり、2022年には推定520万人の女の子、女

性、男の子、男性が保護リスクと侵害に直面すると予
想されている77。南スーダンのプラン・インターナショナ
ルは、最も影響を受けている地域の1つであるピボー

ルで活動しており、食料不安の悪化とともに、子どもや
思春期の若者、特に思春期の女の子の保護や性暴
力、ジェンダーに基づく暴力（GBV）のリスクが急速に
高まってきている場所である。

プランは、ピボールの食料不安と保護の両方の課題
に対応している。これらの課題が相互に依存している
との認識から、保護の必要性と食料支援と栄養のプ
ログラムを連携させたさまざまな取り組みを実施して
いる。

● プロジェクト管理委員会は、食料支援プログラム
の管理の監督を目的として、すべての食料配給
地点に設置されている。食料配給には、子ども
や女性の保護リスクを伴うことを認識しているた
めで、プロジェクト管理委員会はプランのジェン
ダー・保護を専門とするスタッフと協力して、配給
場所や栄養センター、帰宅途中の子どもや女性
が受けうる基本的な保護上の懸念を特定する。
保護リスクの事例には、混雑中の子どもの迷子
や食料運搬の強要、配給中の男性から女性へ
の嫌がらせなどが特定された。

● 食料配給地点や栄養センターにはヘルプデスク
が設置され、プログラム参加者が保護に関する
問題を特定できるようになっている。ヘルプデスク
で提起される問題には、子どもの搾取の懸
念、GBVの事例、リスクのある子どもの特定が含

まれる。ヘルプデスクのスタッフは、子どもの保護
とGBVの事例のためにピボールで実施されてい

る紹介システムについての訓練を受けており、地
元のNGO78は、GBVの事例と武装勢力や武装グ

ループと関係のある子どもたちの特定と紹介を支
援している。同伴者のいない子どもや離れ離れに
なった子どもには、食料支援への登録を支援して
いる。

これらの取り組みからの重要な学びは、コミュニティ
からのフィードバックやクレームに対して、さまざまな
メカニズムを持つことの重要性である。

南スーダンのプラン・インターナショナルは、食料支援
プログラムに保護のニーズを組み込むために、他にも
多くの措置を講じている。食料安全保障と生活プログ
ラムの対象者選定において最も脆弱な保護事例を優
先すること、食料配給を日中に計画・実施すること、食
料配給地点と栄養センターをコミュニティのメンバーと
協議して選び、アクセスが良く安全で確実な場所にす
ること、プロジェクト管理委員会とコミュニティベースの
子どもの保護ネットワークを連携させること、栄養セン
ターでは子どもひろばを運営して、虐待や搾取、暴力
から子どもを守るメカニズムとして機能させること、など
がその例として挙げられる。
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調査結果

ジェンダー視点
に立った食料
確保
本報告書の対象となるすべてのコミュニティが高いレ
ベルの食料不安に直面しているが、その中に食料へ
のアクセスに大きな障害がある世帯や個人が存在す
ることをRGAは、指摘している。中央サヘルの3カ国の

すべてで、女性、子ども、障害者が世帯主となってい
る世帯は、利用可能な食料資源へのアクセスから特
に排除されていることが確認された。ブルキナファソと
マリでは、このような脆弱性の要因は、避難民と交差
している。調査結果によると、国内避難民（IDP）世帯

は、ホストコミュニティの世帯に比べて食料へのアクセ
スが少なく、女性と子どもが世帯主のIDP世帯が最も
食料不安に陥っていることが確認された。KIIでは、世

帯間の不平等の原因として、より高いレベルの貧困、
耕作地へのアクセスの少なさ、サービス提供者への登
録の不備など、様々な要因が挙げられた。

また、RGAからは、家庭内で食料へのアクセスに差
があることについても十分な証拠が得られている。8
カ国中5カ国からの調査結果79は、家庭内でのジェン

ダーによる食料分配と消費の慣行が、女の子と女性
にとって不利である可能性があることを述べている。
ニジェールとエチオピアでは、女の子と女性は一般的
に家庭内で最後に食事をすることがFGDで報告さ

れ、ハイチ、マリ、ニジェール、エチオピアでは、女の
子と女性は同じ家庭内の男の子や男性より得られる
食料が少ないことが分かった。例えばハイチで
は、FGDの参加者の大半が、女性が得られる食料は

男性よりも少ないと報告し、過半数が女の子は同世
帯の男の子よりも得られる食料が少ないと報告した。
この量の差は、男性が女性よりも「よく働く」と信じられ
ていることに起因している。ニジェールでは、障害を持
つ女の子や女性が更なる差別を受け、物乞いになっ
ていることが報告され、交錯する脆弱性要因の影響
を強調している。

いくつかの国では、乳児の授乳方法が男の子と女の
子で異なるといった、ジェンダーに基づく差別が早期
に始まっている証拠があった80。例えば、ハイチでは、
男の子は身体的に強くなるようにより長い期間母乳で
育てられることがKIIで報告されている。同様に、ニ
ジェールのFGDでは、男の子は農作業や家族を養う

ために強くなる必要があるため、女の子とは異なる方
法で母乳を与えるべきだという考え方が明らかになっ
た。

食物制限や食物摂取にまつわるタブーについては、
国の中には女の子や女性の栄養に悪影響を及ぼす
と報告したものもある81。例えばハイチでは、妊婦は
「クエネペ、骨付き肉、マランガ、小麦、アナ」 を食べ

てはいけない。また、授乳中の女性は、「サトウキビ、
キャッサバなど」を食べてはいけないことをインタ
ビューにて指摘している。これらの食品を避けること
は、男性や男の子に比べて女性や女の子の栄養状
態が悪くなる影響があることが報告されている。女の
子や女性の栄養状態に不平等な影響を与えるジェン
ダーに基づく食のタブーは、ニジェールやマリにも存
在することが判明した。

ブルキナファソ、マリ、ニジェールでは、特に男の子や
ユース男性の考え方や態度に関する調査をFGDが

実施した。国によって、また国家間によって複雑な様
相を呈しており、食料へのアクセスをめぐるジェンダー
に基づく差別的な態度がユース男性に見られるもの
の、それが普遍的なものではなく、また簡単に受け入
られるものでもないことを示唆する結果が得られた。

例えばブルキナファソでは、フォーカス・グループに参
加した男の子や男性の約3分の1が、食事に関して男

の子や男性を優先することがあるべき、あるいは常に
優先すべきだという意見に同意した一方で、大多数
は決して優先させるべきではないという意見に同意し
ている。

ニジェール、タホア地方で配給中の
フードキットを受け取る女性。 © Plan
International / Fabien Akakpo
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さらに、ブルキナファソのフォーカス・グループでは、
ユース男性のほぼ半数が、ジェンダー差別に常に対
峙していると回答している。

しかし、ニジェールでは、FGDで男性に危機前と危機

中のジェンダー差別的行動について尋ねたところ、食
料不足の際には男性や男の子を優先すべきだと考
える男性の割合が危機の発生以降に増えていること
が判明した。更に、食料へのアクセスに関して、女の
子や女性に対する差別は、ディファやティラベリと
いった脆弱な地域や紛争の影響を受けた地域でより
顕著に見られることがわかった。この結果は、エチオ
ピアのフォーカス・グループでも認められ、食料への
アクセスに関して女の子を差別する社会規範が、食
料危機によって強化され、差別と不平等が拡大した
ことが報告された。

このような差別的慣行にもかかわらず、回答者は女
の子と女性には特殊な栄養増強が必要であり、場合
によっては栄養不良に対してより脆弱であることを認
識していた。ブルキナファソ、マリ、ハイチでのFGDと
KIIでは、妊娠中や授乳中の女の子や女性、そして子

どもや障害者が栄養不良に対して特に脆弱であり、
彼らの栄養ニーズが満たされていないことが広く認識
されていることが示された。ハイチのFGDの回答者と
マリのKIは、栄養不良の結果、女の子や女性が赤

ちゃんに母乳を与えることがより困難になっていること
に特に言及した。

ジェンダーに基づく暴力
ほぼすべてのRGAで、現在の危機の発生以降、ジェ
ンダーに基づく暴力（GBV）の発生が増加していると
報告されている82。ほとんどの場合、正式なGBV報
告データは入手できないが、大部分の国の調査回答
者とKIのかなりの割合が、保護違反の中でも、レイ
プ、家庭内暴力、女性性器切除（FGM）、強制的な早
すぎる結婚（CEFM）、セクシャルハラスメントが増加
傾向にあると考えている。GBV報告事例に関する地

域レベルのデータが入手可能であるエチオピアで
は、GBV事例の増加、特にレイプとCEFMの事例が

報告された。ソマリアの調査回答者の間では、レイプ
事件の増加が安全上の懸念として最も多く挙げられ
ており、一方フォーカス・グループに参加した女の子
の約3分の1は、彼女たちが直面する最も重要な安全

上の懸念は性暴力であると報告している83。

食料危機が、女の子や女性が公共の場で性暴力に
さらされる機会を増加させていることの注目すべき点
は、食料や水、薪を集めるという要求がますます彼
女たちに課されることである。深刻な干ばつの被害を
受けたアフリカの角に位置する3カ国とハイチでは、

フォーカス・グループで、干ばつが進むにつれて女の
子や女性が歩く距離と水を集める時間が増え、その
道程は安全ではないことが報告された。ソマリアで
は、エチオピアから国境を越えて避難している調査回
答者の大多数が、水を集めるために長い距離を移動
する必要があるため、水不足が女の子や女性にとっ
て重大な保護懸念であると報告している。

ケニアとソマリアのフォーカス・グループの女の子と
女性たちは、リスクを軽減のために、水や薪を集める
際にグループで移動することを説明し、ソマリアで
は、性暴力のリスクを軽減のために、調理に薪では
なく炭を使うことを好む家庭があることが報告され
た。

「薪を集めていた女の子がレイプされた
ケースや、11歳の女の子もレイプされ出
血多量で死亡したケースも報告されてい
ます。」

地方政府代表者とのKII、エチオピア

また、女の子や女性が暴力を受ける場所として、
水汲み場も挙げられた。

16	 飢餓の向こう側： 地球規模の食料危機におけるジェンダーの視点から見た影響



ハイチでは、女の子や女性が水汲み場で身体的虐待
を受けていることが報告され、南スーダンでは、男性
女性両方とのFGDで、頻繁に起こる紛争、武装強

盗、レイプ、劣悪な環境による病気感染の恐れなど、
水場を取り巻く安全面での懸念が数多く語られた。

水不足はまた、水の奪い合いや水場での待ち時間を
増やす。ケニアでは、調査した地域の水場での待ち
時間は干ばつ以降2倍になり、今では平均90～120
分となっている84。エチオピアの参加者は、長い待ち
時間を避けるため夜間に水を汲みに行くが、それが
性暴力などのリスクを高めていると報告した：

「夜間に長距離を移動することは、私たちに
とってとても危険なことです。若い女の子や
女性は、レイプなどの性暴力の危険にさらさ
れるだけでなく、ハイエナのような危険な野
生動物にも脅かされます。しかし、それでも
私たちは競争を避けて水汲みをしたいの
で、大抵は夜間に水源地へ行くことを好み
ます。」

FGD参加者、エチオピア

ケニアでは、女の子が家畜の世話をする役割を担っ
ていること、干ばつにより、家畜が牧草を求めて移動
する距離が伸びていることも指摘されている。安全が
確保されないまま長時間野原で過ごすことは、セク
シャルハラスメントやレイプの危険にさらされる女の子
にとって安全上の重要な懸念であると同時に、男の子
や高齢の男性にとっても危険であることが指摘され
た。

親密なパートナーによる暴力
多くのRGAが、親密なパートナーからの暴力と食料危

機の関連性を強調した。ブルキナファソとマリでは、女
の子や女性に対する親密なパートナーによる暴力の
増加が指摘され、殴打、侮辱、心理的・感情的暴力、
逃亡、対話の拒否、食料の没収などが増加した。マリ
では、フォーカス・グループの参加者の大半が、食料
の入手の困難さに関連した親密なパートナーからの暴
力の事例の増加を報告した。ケニアとソマリアでは、家
庭内の暴力も女の子と女性の不安の原因として特定
された。

男の子やユース男性との話し合いでも、女性に対す
る暴力が家庭内に蔓延していることが明らかになっ
た。ニジェールでは、フォーカス・グループに参加した
男の子や男性の大半が、女の子や女性に暴力を振
るったことがあると答え、ブルキナファソでは、フォー
カス・グループの男の子や男性の大半が、危機の発
生以来、女の子や女性に対する身体的暴力が増加し
たと答えた。

食料不安とそれに伴うストレスや不安が、親密なパー
トナーによる暴力のリスクを悪化させている。しかしな
がら、これは以前から存在する問題であり、家父長制
的な社会規範と強く結びついており、加害者の免責に
よってさらに悪化している。例えばマリでは、妻の夫へ
の寛容、許し、服従を唱え、男性の優位性を認める社
会制度が、親密なパートナーへの暴力を容認し、妻生
殺与奪の権利が男性にはある、と一部の男性が信じ
ていることが強調されている。また、女の子や女性の
経済的自立の欠如も、親密なパートナーからの暴力
のリスクを高める要因として挙げられている。

性的搾取
飢餓と食料不安は性的搾取のリスクを高める。基本
的なニーズを満たすことができないことで、女の子と
女性は深刻に脆弱な立場に置かれ、彼女たちが食料
とお金を確保するためには、性を売ったり交換したり
する以外の選択肢がほとんどない。本報告書のほと
んどの国で、性的搾取の事例が報告されている。例
えばニジェールでは、調査したすべての地域のフォー
カス・グループに参加した男の子や男性から、 性を買
う男性がいること、そして危機が始まってからその数
が増えていることが報告された。

「もちろん、食料不足からカップルが理解し
合えないことも多くなります。そのため、家
庭内がギスギスしてしまうことも少なくあり
ません。」

男の子たちとのFGD、ブルキナファソ

「女性はいつも食べ物を要求し、夫は手段
がないため叱ったり侮辱したりして、殴り合
いになることもあり、それが原因で女性が
家出することもあります。」

FGD参加者、ニジェール
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ブルキナファソの男の子とユース男性との話し合い
では、過半数が、女の子やユース女性が性の売買
や交換といった形で性的搾取を受けているのを
時々、あるいは頻繁に目撃したと報告している。

食料不安の状況下では、力の不均衡が増幅され
る。比較的力のある男性が、この状況を利用して女
の子やユース女性から搾取している例が挙げられ
た。例えば、ハイチでは：

「首都や外国から来た男性たちはお金を
持っているので、女の子やユース女性が
彼らの喜びの対象です。 彼らはその土地
でしばらく滞在し、彼女たちを性的に搾取
します…マリゴのビーチで14～16歳の女
の子が30を超えた男性と一緒にいるのを
見ると、悲しくなります。」

FGD参加者、ハイチ

エチオピアでは、女の子やユース女性がIDPキャン
プの警備員から性的搾取を受けていることがKIIの
なかで報告された。その結果、ユース女性の中に
は妊娠する者もおり、キャンプではシングルマザー
の数が増えている。

「ユース女性の中には...シェルターを守る
ために配置されたキャンプの警備員と性的
関係を持ち、警備員は若い女の子に将来
支援し結婚するという偽りの約束をして関
係を維持しますが、女性を妊娠させた後、
跡形もなくその場を去っていきます。」

地方政府関係者とのKII、エチオピア

食料不安に端を発した移住による家族の離散も、女
の子や女性の性的搾取のリスクを高めている。例え
ばハイチでは、性的搾取は、移住によって多くの女性
や子どもが世帯主となっていること、そして女性が一
人で子どもを育てるのに苦労していることと関連して
いた。母親は子育てに必要なニーズを満たすために
性を売らなければならず、その結果また妊娠するとい
う事例が報告されたことで、性的搾取と望まない妊娠
の関連性がハイチでのフォーカス・グループで浮き彫
りとなった。

司法へのアクセスと被害者支援
多くの状況において、有害な社会規範と並んで、女の
子や女性に対する暴力の加害者に対する免責（刑罰
が科されない）が暴力の推進要因であると報告され
た。例えば、マリでは、レイプの事例のほとんどが正
式に報告されず、家族やコミュニティによって非公式
に処理されていることを回答者が説明した。同様に、
エチオピアでは、特に年配の女性や既婚女性がレイ
プの経験を公表することは社会規範上タブーであるこ
とがKIIで報告された。その結果、事件は報告されず、

性暴力の被害者は支援を求めることもできず、トラウ
マを抱えて生きざるを得ない状況にある。南スーダン
では、男女とのFGDで、被害者はレイプをした男性と

の結婚を強制され、それが更に報告することを阻んで
いることが報告された。

保護侵害の報告体制について回答者に尋ねたでは、
入り交じった状況が浮かび上がった。例えばハイチで
は、調査対象地域のコミュニティ保護体制は非常に限
定的で、男性がリーダーを務めることが多く、女性や
子どもはほとんど参加していなかった。その結果、女
の子や女性がこれらの体制下で自信を持てず、目的
を果たせないと回答者は報告している。ハイチでは、
暴力の被害者は報復を恐れから、声をあげられず、
その地域を離れる例もあるという。ケニアでは、報告
体制は存在するものの、保護侵害の発生の拡大に
よって、管理不可能という状況に陥っている。避難し
ている女の子や女性にとって、報告体制へのアクセス
は、一層困難である；ソマリアでは、回答者の68％

が、国境を越えた女の子や女性が保護侵害を報告す
る場所すら存在しないと報告した85。 

ハイチと南スーダンでは、法執行の欠如と司法制度の
弱さ、あるいは非存在が言及されており、それは被害
者が司法にアクセスできず、不処罰が助長されること
を意味している。
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ソマリアでは、GBVの事例で利用できる正式な法的

サービスはなく、むしろ伝統的な訴訟構造が存在す
る、とフォーカス・グループの参加者は指摘した。

レイプの臨床管理と心理社会的支援を含む医療サー
ビスは、性暴力の被害者にとって重要であるが、被害
者支援サービスは不十分もしくは存在しないと多くの
RGAで指摘している。例えばソマリアでは、回答者の
48％がGBV被害者向けのサービスは利用可能なも

のではないと回答した86。ハイチでは、サービスは調
査対象地域から遠く離れた都市にあると報告されて
いる。また、利用可能なサービスがあっても、障害者
も利用できる包摂的なものでないことも言及された。
エチオピアでは、GBV被害者向けの無料の医療、法

律、心理社会サービスを提供する「ワンストップセン
ター」が調査地域に存在したが、資金が不十分で被
害者のニーズを満たすことができていないと、KIが報
告している。

ハイチとケニアでは、回答者たちに被害者向けサービ
スが利用できるかどうかについての知識が少なく、利
用できるサービスであっても利用したくないと報告して
いる；ケニアでは、サービスについての知識を持つ回
答者はわずか10％87で、恥辱と恐怖心から多くの
人々がサービスを受けることに消極的であった。

紛争・治安悪化・避難の影響
本報告書のすべての国において、食料危機は何らか
の形で紛争や治安悪化と絡み合っており、その結果、
コミュニティのすべての構成員の安全保障上のリスク
となっている。女の子と女性は、家庭内を含むあらゆ
る領域で保護リスクに直面しているが、紛争と治安悪
化は、彼女たちが家庭外で直面する暴力のリスクを増
幅させ、ほとんどすべての空間を危険なものにしてい
る。

ケニアでは、近隣のコミュニティや盗賊による攻撃が、
女の子や女性にとって安全上の重要な懸念事項とし
てフォーカス・グループで挙げられた。南スーダンで
は、コミュニティ間や部族間の紛争の主な原因として
挙げられた牛の略奪が、一時的な避難を含む他のリ
スクとともに、女の子や女性に対する性暴力をもたら
している。マリでは、紛争と治安悪化、武装集団の存
在が、特に女の子や女性の保護の懸念を高めてい
る。マリでの内戦開始以来、民族的指向性の強いレイ
プが武器として悪用され、警察やその他の治安サービ
スの暴力への関与が増加している。

本報告書で報告される多くが、食料不安、干ばつ、洪
水、そして紛争という複数の要因が絡み合ったため
に、人々が避難を余儀なくされる状況にある。RGAの

多くは、避難が女の子と女性の保護リスクを高めるこ
とを強調している。ブルキナファソ、ソマリア、エチオピ
アでは、IDP（国内避難民）はより深刻な貧困や食料、

水、薪の入手の困難さだけでなく、避難場所ではシェ
ルター、照明、トイレ設備が不十分なために女の子と
女性が性暴力にさらされることから、彼女たちはGBV
に対してより脆弱であると報告されている。ソマリアで
は、避難民の女の子や女性に保護の懸念があると答
えた調査回答者の大多数が、特に混雑や共有スペー
スに関連して、シェルターの劣悪さを懸念として報告し
た。

エチオピアでは、干ばつに伴う避難や移動が、IDPと

ホストコミュニティ両方からの女の子やユース女性の
人身取引の増加の一因となっている。KIによると、干

ばつの影響を受けた人々は都市部に移動し、無防備
な避難所、多くは路上での生活を強いられており、そ
の結果、子どもたち、特に女の子たちが性的虐待や
暴力にさらされ、人身売買のリスクにさらされることが
多くなっている。

「特に路上で生活する14～17歳の女の子
はGBVや人身売買の被害に遭いやすく、
学校の閉鎖も地域のGBVの増加を助長す
ることになっています。」

.

マリでの調査回答は、IDPの不安と保護リスクを増

大させる可能性のある、彼らが直面する様々な課
題を浮き彫りにした。回答者の68％は、IDPが雇用
にアクセスできないことを挙げ、41％は家族離散を
報告し、37％はIDPが支援に関する情報を欠いて

いることを挙げた88。
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「そうです。レイプが増加しているのは、自
己責任になっていて、私たち避難民を助け
てくれる人がいないからです。そうです。最
も被害を受けるのは国内避難民で、特に女
性や女の子たちなのです。彼女たちはレイ
プされ、殴られ、負傷します。」

女の子たちとのFGD、ブルキナファソ

治安 の悪さがもたらす影響として、女の子や女性の

移動の自由が制限されることが広く報告されている。
マリ、ニジェール、ソマリア、南スーダンのRGAはいず

れも、女の子と女性のコミュニティ内外の自由な移動
が制限され、その結果、家庭外の社会活動参加や
サービスへのアクセスが制限されたことに言及してい
る。

対処方法
食料消費の削減
食料不足に直面した家庭は、できるだけ多くの食料
を手に入れ、より長持ちさせるために、食料消費を減
らしている。ブルキナファソ、マリ、ケニアのRGAはい

ずれも、家族が消費定量を減らし、食事の量を減ら
し、1日に食べる食事の回数を減らし、より安価で栄

養価が高く、適切な食料を食べていることを示してい
る。例えばケニアでは、調査回答者の92％が食事量
を制限し、93％が最近1週間に少なくとも1回は食事

の回数を減らしている90。ケニアとブルキナファソの
両国で、子どもが十分に食べられるようにこうした方
法をとっていると説明されている。これらの調査結果
は各世帯の対策を述べているが、家庭内のジェン
ダー視点に立った食料分配の実践、特に女の子と女
性は少量を最後に食べるという調査結果との関連で
見ると、こうした対処戦略は女の子や女性の栄養を
更に損なわせる可能性が高い。

また、対処のための方策が、長期的な回復力への重
い負担や損害を生み出している証拠も確認されてい
る。南スーダンでは、次の作付用種子のストックを消
費していることが言及された。ケニア、南スーダン、エ
チオピアでは、友人、隣人、親戚から食料を借りるこ
とも対応策の一つ戦略として挙げられている。

移動の自由の制限は、治安悪化が大きな原因とされ
ている。 マリでは、調査回答者の 86％89が女の子と

女性の移動の自由を制限する主な要因としてこれを
挙げており、南スーダンでは、フォーカス・グループの
参加者が、女の子と女性の移動の自由は家畜の襲
撃の際に特に制限されると説明している。しかし、社
会規範の影響も明らかである。例えばソマリアでは、
調査回答者の中で「文化的受容」が女の子や女性の
移動を制限する要因として最も多く挙げられている。
また、南スーダンやマリなど一部の状況下では、男の
子も保護リスクに直面し、彼らの移動の自由が制限さ
れていることが指摘されているが、RGA全体では、言
及された制限は圧倒的に女の子と女性に影響してい
ることは注目すべき点である。

ケニアでは、調査回答者の95%91が直近１週間に少

なくとも一度は食料を借りたことがあるという。しか
し、エチオピアでは、人々が金銭や穀物、食料を貯め
たり借りたりすることができる伝統的な社会的支援の
システムが、危機に直面して崩壊していることが言及
された。

早すぎる、強制された結婚
（CEFM）
女の子にのみ影響を与える対処法として広く報告さ
れているのが、CEFMである。この報告書に含まれる

いくつかの国では、この有害な慣習は危機以前から
一般的なものであった。しかし、食料危機が女の子の
早すぎる結婚のリスクを高めていることは明白だ。マ
リ、ニジェール、エチオピアのRGAは、現在の危機的
状況下でCEFMが増加したことを特にはっきりと述べ
ている92。

女の子の早すぎる結婚の理由としては、口減らしによ
る家族の負担軽減や持参金のためというものが多
い。
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南スーダンでは、女の子の強制的な婚約いわゆる
「許嫁」が2歳から始まっており、持参金の支払いは重
要な収入源であるとFGDで認識されている。また、
CEFMは、結婚以外の妊娠などから女の子を保護す
る方法としても指摘された。エチオピアとマリでは、学
校の閉鎖がCEFMの割合を高める要因であることが
指摘された。エチオピアでは、FGDの中で女の子たち
自身が、結婚を自分たちの食料確保を増加させるた
めの対処方法として説明している。

CEFMが女の子の健康、保護、幸福に有害な影響を

与えることはその実施国で明らかになっている。　
CEFMはしばしば早期かつ頻繁な妊娠につながり、

合併症や母体・乳児の死亡リスクを伴う。例えばニ
ジェールでは、15～19歳の思春期の女の子の36％

が妊娠またはすでに出産している93。また、早すぎる
結婚をした女の子は、中途退学する例が多く、新しい
家庭内で意思決定権を持たず、親密なパートナーか
らの暴力のリスクが高まることが指摘されている。南
スーダンでは、思春期の女の子たちとのFDGの際

に、結婚した女の子が婚家から逃げ出し、性的搾取
を受けやすい状態にいる者もいることが報告された。

生計対応

この報告書に含まれるすべての国において、食料危
機が生計の立て方の変更を余儀なくしている形跡が
示されている。家計を維持するために、収入源を補
い、多様化させようとしているのだ。どのような状況に
おいても、生計の選択肢とそれに伴うリスクや負担
は、ジェンダーと年齢の両方によって形成されている
ことは明らかである。児童労働を含む、ジェンダーに
起因する重大な子どもの保護リスクは、大半で顕著
になっている。

干ばつや紛争など危機に関連して、それまでの生計
活動が不可能、もしくはより困難になっている状況も
ある。例えばハイチでは、干ばつによる不作で農業
活動が中断され、特にポルトープランス周辺では治
安が悪化し、女性も男性も移動や取引に支障をきた
している。その結果、多くの男性がオートバイタク
シーの運転手や石工として働いている。同様に、マリ
では、農業や家畜の飼育が治安の悪化によって中断
され、日雇い労働などの代替収入源に頼らざるを得
なくなっている。

具体的な収入源となる活動の種類は状況によって異
なるが、いくつか共通のテーマが浮かび上がってき
た。

女の子や女性の間では、個人宅での家事や洗濯な
どが、小商いや理髪と並んでよく言及された。上記の
ように、売春なども多くの国で確認された。多くの場
合、女の子や女性は家事や家族の世話の責任に加
え、新たに、あるいは追加的に収入を得る活動をして
いることが報告されている。男の子や男性の間では、
日雇い労働、小商い、販売用の石の収集と運搬、石
工、農作業、オートバイタクシーの運転、砂金探しな
どが、少なくとも2カ国で言及された。収入を得るため

の努力が、生産的な資産を売却することで長期的な
回復力を損なわせているように見受けられる事柄も
あった。

若い女性や男性が起業スキルを含む技術や能力を
持っている、もしくは磨いていて、それを使って収入を
得たり、食料危機に対処していることがうかがえる活
動もある。しかし、多くの場合、経済的資源の不足か
ら、若者自身の選択肢をスタートさせることすら難し
く、若い女性は資源へのアクセスがさらに少ないた
め、選択肢がさらに制限されていることも明らかで
あった。

生計活動におけるジェンダー差は、食料不安に直面
しても依然として存在するものの、いくつかの状況か
らは、ジェンダーに基づく生計の役割が変化している
ことが明らかになった例も見られた。

第二子の養育をどうするか悩んでいる妊娠中の若い女性、ハイ
チ。© Plan International
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ニジェールでは、女の子も女性も、過去には行って
いなかった生産の役割を担っていることが報告され
ている。例えば、わらの販売や農業労働など、以前
は男の子が行っていた活動に今は女の子が参加す
るようになっている。

一般的には都市部へ、場合によっては国外への移
住は、ほぼすべての国で挙げられた。RGAで言及

された移動は、意図的な生計戦略としての移住か
ら、強制移住や人身取引まで多岐にわたった。状況
によって、女性も男性も、女の子も男の子も、意図
的な生計戦略として移住していることが判明した
が、ほとんどの場合、移住に伴う仕事の機会はジェ
ンダーによって異なる。例えばエチオピアとニジェー
ルでは、女の子と若い女性、男の子と若い男性の
両方が都市部に移住しているが、女の子と若い女
性の場合は家事労働を求め、男の子と若い男性の
場合は日雇い労働者として働いていることが多い。

アフリカの角全域における干ばつと治安の悪化が、
エチオピアからソマリアへの国境を越える多数の
人々を含む大規模な移動をもたらしている。 ケニア

やエチオピアでは、干ばつによって、牧草地や水、
安全、食料を求めて人びとが移動している。しかし、
女性よりも男性の方が移動の自由度がはるかに高
い。

「...男性は食べるものがなければ、牛と一
緒に放牧地を移動します。女性は子どもと
一緒に村に留まることを好みます。そのた
め、家族を養うために多くの苦しみを味わ
うことになります。」

男性FGD参加者、エチオピア

食料不安に対応するための国をまたいだ移住の例と
して、ハイチとエチオピアの事例を紹介する。ハイチ
では、仕事を求めてドミニカ共和国、ブラジル、チリな
ど域内の他国への移住が広がっており、特に男性の
間でよく見られる。エチオピアでは、多数の女の子と
若い女性が中東に移住しており、その多くは人身取
引の被害者であると思われる。KIIでは、多数のユー

ス女性が干ばつ被災地から「ブローカー」によって中
東諸国に連れ去られ、経済的困難、強制移住、女の
子や女性の都市部への移住が、彼女たちの人身取
引のリスクを高める要因となっていることが報告され
た。

すべての国において、生計活動の拡大と多様化と並
行して食料危機への対処を実施することが、負担と責
任を増大させている。このような負担の増大は一世帯
の全員に影響を与えるが、ジェンダーによる役割と責
任の違いは、女の子や女性への影響と男の子や男性
への影響が異なることを意味する。ほとんどの国で、
女性が家庭の外で新たに収入を得る活動に従事し始
めたため、水や食料、薪を集めるために歩くなど、彼
女たちがすでに背負っている家事や家族の世話の負
担の上にさらに働く時間が長くなる結果をまねいてい
る。多くの場合、女性に過剰にのしかかった追加負担
は娘にも波及し、娘たちは家事、水や薪の収集、弟妹
の世話などで母親をサポートすることが求められてい
る。

エチオピアでは、増加する負担により、女の子や女性
が不安症などの心理的苦痛を経験しているとFDGの

参加者からの報告があった。ニジェールでは、女性
チャットルームや貯蓄・信用貸付グループなど、コミュ
ニティレベルに存在する非公式の情報・学習スペース
への女の子や女性の参加が、仕事量の増加により困
難になったことがFDGにより明らかになった：これまで

学習や成長のために使っていたわずかな時間さえも
奪われてしまっている。

男の子や男性もまた、より長い時間働き、収入源を増
やしているため、余暇を奪われている。特に食料危機
に入り、主な収入源である男性への圧力が南スーダ
ンとエチオピアで顕著であった。南スーダンでは、男
性がストレスにさらされていることがFGDで言及され、

それが喧嘩やアルコール依存症、親密なパートナー
への暴力の一因となっており、まれではあるが、家族
の面倒を見ることができずに自殺した男性もいるとい
う。エチオピアでは、家族の責任をますます負うことで
生じる心理的ストレス、うつ病、不安感を訴えるFGD
の男性参加者たちもいた。

一世帯から一人かそれ以上が出稼ぎに出た場合は、
特に負担が増大する。例えば、ニジェールで調査した
いくつかの地域では、多くの男性が出稼ぎ移住したた
め、残された女性たちは、家族のすべての責任を引き
受けなければならないというプレッシャーを感じている
とフォーカス・グループで話した。また、食費をまかな
うために食器やその他所持しているものなどの資産
を売り払うという人もいた。

22	 飢餓の向こう側： 地球規模の食料危機におけるジェンダーの視点から見た影響



男性の出稼ぎ移住もより一般的な多いハイチでは、
調査地域の世帯の65％が女性の世帯主であった。

危機の結果、両親ともに仕事を求めて移住し、子ども
が世帯主になった家庭もある。このため、女性や思
春期後期の若者は、収入を得ると同時に一人で子育
てをするという重い負担を負うだけでなく、彼らは虐
待や搾取の高いリスクにまでさらされている。

生計対応に伴うジェンダーに
基づいた子どもの保護リスク

食料危機の最中に取られる生計戦略処置の多くは、
子どもの保護とGBVの重大なリスクを伴っている。さ

まざまな状況下で、女の子と男の子の両方が児童労
働に従事している。いくつかの事例では、子どもたち
が、性の売買や交換、性的搾取や武装集団への参
加など、最悪の形態の児童労働のひとつに分類され
るような仕事に従事していることが言及されている。
多くの場合、児童労働に従事することは、出席率の
低下や、中途退学の強制を招き、子どもの教育に支
障をきたしている。

大人の同伴者なしで移動する子どもたちは、特に暴
力、虐待、搾取のリスクにさらされている。ニジェール
とエチオピアでは、家族なしで都心部に移住した女
の子は、特に食品の路上販売で見知らぬ人に近づく
際に、性的暴行の高いリスクにさらされると報告され
ている。路上で寝ることを強いられる女の子は特に
人身取引の高いリスクがあるエチオピアのKIからの

報告があった。

ブルキナファソとハイチでは、家事労働者として働
く女の子たちのリスクがFGDの中で強調された。ブ

ルキナファソの女の子たちは、洗濯の仕事で訪れ
る個人宅を、最も安全でない場所の一つとして挙
げた。

「家政婦の女の子たちは、ボスに殴られた
り侮辱されたりしていますね。」

女の子たちとのFGD、ブルキナファソ

ブルキナファソとハイチでは、性の売買や交換という
形で搾取される女の子やユース女性にとって、望ま
ない妊娠、性感染症、身体的・性暴力などのリスク
が強調された。

男の子たちもまた、収入を得るために行っている活
動によって、保護リスクにさらされている。マリや南
スーダンでは、強盗や武装集団、家畜の略奪など、
負傷や死を伴うリスクの高い活動に男の子やユース
男性が関与していることに触れた。南スーダンでの
男の子たちとのFGD、ニジェール、マリ、エチオピア
でのFGDとKIIでは、一部の男の子が犯罪や薬物濫

用に陥り、それが搾取のリスクを高めていると言及さ
れた。ニジェールでは、思春期の男の子たちが、販
売用の石を集めて運ぶなど、肉体的に困難な仕事に
従事することが増えている。

役割と責任の変化
この報告書に含まれるすべての国において、危機以
前は家庭やコミュニティの役割と責任がジェンダーに
よってはっきりと分けられていたことが明白であった。
状況によって違いはあるものの、女の子と女性は主
に家事と家族の世話の責任を負い、男の子と男性は
経済的生産活動においてより大きな役割を担ってい
た。多くの家庭の決定は女性と男性が共同で行って
いたとされるが、家庭の主要な決定やコミュニティレ
ベルの意思決定においては、通常男性の方が大きな
役割を担っていた。

危機以降、役割と責任は依然として主にジェンダー
に沿って分断されているが、ほとんどの国でジェン
ダーの役割が変化している証拠が見受けられた。多
くの場合、こうした変化は、食料危機に対応するため
に行われた生計手段の変更、特に世帯員の移住、
そして強制移住の経験によってもたらされたもので
あった。

23	 飢餓の向こう側：  地球規模の食料危機におけるジェンダーの視点から見た影響



先に述べたように、女の子と女性は家事や世話の責
任と並行して、新たな、または追加的な収入を得る活
動を行うことで、より経済的に生産的な役割に移行し
てきたことが多く見受けられる。いくつかの国では、家
事労働は依然としてほぼ女性だけの領域であること
が強調されているが、男の子や男性の役割がより多く
の家事責任を担うように変化している例も挙げられて
いる。例えばソマリアでは、FGDの回答で、女の子や

女性が収入を得るための活動を行う一方で、男性や
男の子が今では家の掃除や料理、育児、薪集めなど
に従事していることが示された。

ケニアでは、放牧地までの距離が遠いために家畜の
世話ができなくなった高齢の男性たちが今や、幼い子
どもたちの母親が食料を探しに出かけている間、子ど
もたちの世話をするようになっている。一方、エチオピ
アでは、女性が出稼ぎのために海外に移住した場
合、男性が家庭の責任の大きな割合を担い、子どもな
どの世話をするようになっている。

教育への影響
本報告書に含まれるすべての国において、RGAから

得られた証拠から、食料危機が子どもの教育に悪影
響を与えていること、そしてその影響はジェンダーに
よって差があることが判明した。ほとんどの場合、危
機の発生以来、学校への入学／もしくは出席が減少
していることを示す量的または質的データが提示され
た。例えばケニアの場合、調査対象世帯の学校への
出席率は、61.5％から51.1％になり、干ばつ以前か
ら平均して10.4％減少した94。

世帯主となる女性の増加に伴い、家庭レベルでの責
任や意思決定権も大きくなっている場合が多い。例
えば、ニジェールやエチオピアでは、男性が都市部に
出て行くため、女性が家庭管理や意思決定の責任を
負うようになったとの報告がある。ブルキナファソで
は、IDPとホストコミュニティの両方を調査した結
果、IDPの間では、女性や思春期の若者が世帯主と

なっている世帯がより一般的になっているため食料と
栄養の供給と管理において責任を持ち決定する立場
にある彼らが行なっていることが確認された。対照的
に、ホストコミュニティでは、男性が依然として家庭レ
ベルでの意思決定者である。この変化は、女の子や
女性にとって、ジェンダー規範のために直面している
食のタブーや制限を撤廃するチャンスと捉えている。

家庭レベルでの新たな責任により、女性にとって仕
事の負担が増えること以上の困難が生じる場合もあ
る。例えば、ハイチでは、女性の世帯主は母親だけ
でなく父親の役割も担わなければならないという。
フォーカス・グループに参加した女性の中には、男の
子は男性の言うことしか聞かないので、このような状
況で息子を育てるのに苦労していると述べた人もい
た。

女の子や女性が家庭レベルで意思決定力を高めたと
しても、それがコミュニティレベルの意思決定に反映さ
れることはないようである。例えばマリでは、調査回答
者の過半数がコミュニティの意思決定組織に女性が
いないと答え、KIの大半が、危機によるコミュニティの

意思決定責任の変化はなかったと報告している。

ケニアのデータはまた、干ばつ以前に存在した学
校出席率のジェンダー格差が持続していることを示
しており、女の子が学校に通っていないと回答した
のが調査対象世帯の14.3％であるのに対し、男の

子は13.5％が学校に通っていないと答えている
95。この傾向に対する一つの例外はソマリアで、調査
対象地域の就学率は干ばつ以降上昇し、これは世
帯への多目的現金支援の条件付き提供によるもの
であることが調査データで指摘された。

南スーダンの栄養不良検査で腕の測定を受ける
女の子。
 © Plan International / Charles Atiki Lomodong
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他の国々における調査結果からも、男の子女の子両
方の教育が食料危機の影響を受けている一方で、
女の子の教育が不適切に優先度を下げられている
ことが示唆されている。例えばマリでは、女の子の教
育が食料危機の影響を大きく受けていることがKIIの
結果から強く理解できた。ブルキナファソの男の子や
若い男性の間では、フォーカス・グループの回答者
のほぼ半数が、食料危機を理由に、女の子の教育
の一部または全部を保留にすべきと考えていた。ま
た、食料危機下では、女の子自身が教育の優先順
位を下げていることもいくつか確認された。例えばマ
リでは、女の子や若い女性を対象としたフォーカス・
グループの中で、教育を時間を割くべき活動であると
認識したものはなかった。ニジェールとハイチでは、
女の子と男の子両方が勉強への興味を失っているこ
とがフォーカス・グループで報告された。

子どもが学校を中途退学した理由はほとんどの国で
共通しており、明らかに家計への対処と関連してい
た。大半の国で、子どもたちが収入を得る活動や家
事労働を通じて家族を支える必要性が言及されてい
る。ケニア、ニジェール、エチオピア、南スーダン、ハ
イチのRGAはいずれも、家事は男の子よりも女の子

への強要がはるかに大きいことを確認した。ハイチと
エチオピアでは、FGDとKIIにおいて、子どもが学校

に遅刻したり何度も欠席したりする理由として、水汲
みの仕事が特に挙げられている。

南スーダン、ニジェール、ハイチでは、早すぎる強制
された結婚（CEFM）と早すぎる妊娠（早期妊娠）も女

の子が学校を中途退学する要因として挙げられてい
るが、南スーダンではジェンダー規範がより以上に女
の子の教育の妨げとなっている。 FGDでは、教育を

受けた女の子は産む子どもの数が少なくなるとみな
されて、持参金の額や花嫁としての価値が低くなって
しまうため、学校に行かせるよりもむしろ早すぎる結
婚をさせる方を選ぶことがよくある、と報告されてい
る。

ハイチ、ソマリア、ケニアでは、学費不足も中途退学
の理由とされている。ケニアでは、学費のための資
金不足は干ばつによる家畜の損失と関連している。
エチオピアでも干ばつへの対応が要因となり、水源
や家畜のための放牧地を求めて家族が移動すること
が、子どもの中途退学につながっているとKIが説明

した。

紛争と治安の悪化の影響下では、食料危機と相まっ
て、子ども、特に女の子の教育が直面する課題が更
に増えている。例えば、ニジェールのティラベリ地域
では、2021年に817校が閉鎖されたが、その主な理

由は治安の悪化であった96。同様に、南スーダンの
ピボール地域では、頻繁に起こるコミュニティ間暴力
行為によって学校が破壊され、数千人が強制移住
し、残った学校を避難所として使っている。南スーダ
ンで調査した女の子と女性のうち、72％97が、女の子

が学校に通えない要因として、治安の悪化を挙げて
いる。

そして飢餓もまた、学校に通う子どもの学習能力にも
影響を及ぼしている。ハイチとニジェールでは、空腹
で子どもたちの集中力が低下していることがKIによっ

て指摘された。ブルキナファソのフォーカス・グループ
に参加したある女の子は、次のようにコメントしてい
る：「お腹がいっぱいでないと勉強できない」。逆に、
学校給食が提供されれば、親にとって子どもを学校
に通わせる強い動機付けになる。ハイチでは、親は
子どもを学校に行かせるのは勉強のためだけでな
く、食事のためでもあると説明し、学校の校長は、以
前は温かい食事が提供されていて、子どもは喜んで
勉強していたが、危機以来、学校給食が提供できな
くなり、子どもは空腹で学校にいたがらないと述べて
いる。

子どもが早期に学校を中途退学した場合、即時的お
よび長期的な影響は大きく、それはジェンダーによっ
て異なる。

学校の教科書類を見せる10
歳の女の子、ハイチ。© 
Plan International
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学校の中途退学、児童労働、早すぎる結婚は、密接
に絡み合い、相互により強く影響しあっている。子ども
が学校に通うという保護を失うと、他の保護リスクや侵
害にさらされる機会が増える。女の子にとって、CEFM
は、学校を中途退学する原因であり、結果でもある。

健康への影響
食料危機は、被災者の心身の健康にさまざまな形で
悪影響を及ぼしている。既存の保健サービスの必要
性健に加え、危機は栄養不良や水系感染症など健康
問題を悪化させる。データが提供された国々では、女
の子や女性に偏って見られる何種類かの健康問題が
あることが確認された。例えばケニアでは、性感染症
（STIs）や水系感染症は男の子や男性よりも女の子や

女性に多く、栄養不良率は男の子よりも女の子の方
が高いと報告されている。ソマリアでは、尿路感染症
（UTI）が女の子と女性から最も多く報告されている病
気であり、48％98が過去30日間にUTIにかかったと報
告している。

性と生殖に関する健康(SRHR)
多くの国で、女の子や女性の性と生殖に関する健康を
守る保健サービスは以前から不十分で、いくつかの
RGAからは、危機によってその必要性が高まっている

ことがうかがわれた。エチオピアやハイチなどでは、性
暴力や性的搾取の増加が望まない妊娠やSTIsの数
を増やしていると報告された。エチオピアでのKIIで
は、調査対象地域で2022年、母親が世話をすること
ができずに路上に放置された新生児28人が発見され

たと報告されている。

たとえ性と生殖に関する保健サービスや用品が利用
可能であっても、いくつかのRGAの調査結果は、社会

規範や意識のレベルが思春期の女の子やユース女
性のアクセスを形成し、場合によっては制限している
という事実を指摘している。例えば、ハイチでは、男性
が避妊具の使用に関する意思決定を行うことが言及
された。エチオピアでは、IDPコミュニティの間で性と生

殖に関する健康の意識が欠如しているため、女の子
やユース女性が避妊具の使用に消極的である。

いくつかのRGAでは、中途退学、特に女の子の中

途退学が持つ長期的かつ広範な意味について議論
された。例えばニジェールでは、中途退学は長期的
にはジェンダー不平等をより強化し、国の人的資源
を弱体化させることが強調された。

文化的に、女性や女の子が避妊具を使
用することを許されない、または受け入
れることができない。

コミュニティリーダーとのKII、南スーダン

しかし、多くの場合、調査対象の地域では、性と生殖
に関する健康関連を含む保健サービスへのアクセス
は悪いと報告されている。例えば、ケニアでは、医療
施設に安全にアクセスできるのは、回答者の半数に

過ぎない。しかし、ソマリアは例外的で、調査回
答者の82％99が、調査対象地域でアクセス可能な保

健サービスを利用できると回答している。ところが、メ
ンタルヘルスケアについては、不十分で大きな差が
見られる。身体的、性的、精神的暴力の被害者の数
の多さにも関わらず、心理社会的支援サービスへの
アクセスがあると回答したのは、わずか9％100であ
る。

保健医療サービスへのアクセス欠如の理由はさまざ
まである。調査した地域の多くは、医療施設や医療
従事者が不在であり、機能している医療施設まで長
い距離があることが明らかであった。エチオピアで
は、このことが特に妊娠中や授乳中の女の子や女性
が懸念していて、産前・産後ケアや子どものための医
療を受けるために長距離の移動を余儀なくされてい
ることが、IDPの女性を対象としたフォーカス・グルー

プから浮き彫りになった。
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「昨日、私は保健所に行きました。長距離
を歩かなければならず、とても疲れて、家
に帰ったら気分が悪くなりました。」

妊娠中のIDPのユース女性とのFGD、
エチオピア

また、医療を優先するほどの経済的な余裕がないこ
とも、医療を受けることができない主な理由とされて
いる。ケニアでは、調査回答者の過半数が、医療費
を支払うための十分な資金がないと回答している。

また、利用可能な保健サービスが、特に思春期の
女の子や若い女性のニーズに合っていないことが
明らかになった。

マリでは、思春期の若者が必要としている特定の保
健サービスの情報不足から、アクセスが難しいと報
告された。ケニアでは、女性の医療従事者不足が、
保健サービス医療を受ける上での障壁になっている
と指摘する回答もあった。

RGA全体から、女の子と女性の月経衛生管理に関

する対応が適切に行われていないこと、そして食料
危機がこの状況を悪化させているという証拠が広範
に見受けられた。例えば、ケニアでは、調査した生殖
可能年齢にある女の子と女性のうち、月経衛生の
ニーズが満たされていないのは、40％にものぼる101

一方、ソマリアでは30％であった102。月経衛生用品

を買うお金がないことが障壁として挙げられている中
で、エチオピアでは、女性は衣服と自分自身の体を
洗う水を必要とするが、水不足によって安全かつ個
人的で尊厳ある方法で月経衛生を維持することが困
難になっている、と述べた。

人道支援
人道支援の妥当性に関する回答があったすべての
国において、それが不十分であることが示された。調
査対象地域が世界の飢餓のホットスポットの一つで
あり、人道的ニーズの規模を考慮すると、提供されて
いる援助のレベルは明らかに不十分である。エチオ
ピアと南スーダンでは、食料配給の量が、家族を養う
にはいかに不十分であるかをフォーカス・グループの
参加者が述べている。サヘル地域の3カ国におい
て、KIIと二次データから、援助は人口の少ない割合

にしか届かず、頻度も少なく、最も脆弱な人びとには
届かない場合が多いことが判明した。人道支援に対
する具体的な優先順位は状況によって異なるが、ほ
とんどの国に共通するのは、一般的に、女性も男性
も他の形の支援よりも現金の形で支援を受けること
を希望しているということであった。

調査対象国における人道的対応の包摂性と説明責任
について、RGAの限られた証拠によると、その様相は

まちまちである。例えばマリでは、食料配給現場は男
性の方がアクセスしやすく、影響を受けた世帯は自分
たちのニーズについてほとんど人道支援機関との相
談の機会を設けられていないことが報告された。

それとは反対に、エチオピアでは、支援は不十分で
あるが、提供される支援は包摂的で公平で、女性は
すべての人道支援に平等にアクセスでき、高齢者と
障害者に優先権が与えられているとIDPの女性が

報告している。

南スーダンのルンベックで女性に配られたソルガム。 © Plan 
International / Peter Caton
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結論
世界的な飢餓の危機は、今後も深刻化することが見
込まれる。複数の国で食料不安を引き起こしている勢
力は衰える気配がなく、影響を受けている人びとの数
は増え続けている。

しかし、食料危機の影響を受けた個人の経験、つまり
彼らのニーズ、脆弱性、能力、対処方法は著しく異な
り、ジェンダー、年齢、その他の要因によって形成され
る。現在の世界的な食料危機への対応は、このような
影響や経験の違いを考慮し、特にそれらが根強い
ジェンダー的不平等によって形成されていることを考
慮しなければならない。そうしなければ、女の子と女
性特有のニーズが無視され、ジェンダー平等の進展
が台無しになる恐れがある。

この報告書は、世界の飢餓のホットスポットのうち8カ

所の直近の分析をもとに、次のように示す。

● 既存のジェンダー規範は、食料不安の直接的お
よび間接的な影響に対する女の子と女性の脆弱
性を形成している。家庭レベルでのジェンダーに
基づく食料分配と消費は、女の子と女性は食事
量が少なく、男の子や男性の後に食事をすること
が頻繁にあることを意味する。女性や子どもが世
帯主である世帯、特に避難民のコミュニティ、そし
て障害のある女の子や女性は、食料を入手する
上で不平等に高い障壁に直面する。

● 急性食料不安は、家庭の内外で女の子と女性

が直面する暴力、虐待、搾取のリスクを増幅させ
る。食料不安への対処方法が、女の子と女性が
暴力にさらされる機会を増やしている；そのリスク
は、紛争、治安の悪化、避難の状況下において
更に増幅される。児童労働と並んで、食料不安に
対処するための戦略として、調査対象の多くの状
況で以前から一般的である強制された早すぎる
結婚（CEFM）が広く報告されている。

都市の中心部に移住した同伴者のいない子ど
もは、 特に暴力、虐待、搾取のリスクにさらさ
れている。

● 対処戦略はジェンダーによって形作られるが、ほ
とんどの国でジェンダーの役割に変化が起きて
いる証拠が示された。女の子や女性が担う徒歩
での水汲みや食料と薪集めを含む家事や世話
の責任に加え、彼女たちがより経済的に生産的
な役割を担うことは、働く時間を延長することに
なる。女性にとっても男性にとっても、負担の増
大はストレスや不安の原因となっている。

● 食料危機は子どもたちの教育に悪影響を与えて
おり、この影響はジェンダーによって異なる。危
機以来、学校への入学と／もしくはや出席は減
少しており、女の子の教育が不平等に優先度が
下がることが明らかになっている。飢餓そのもの
も、学校に通っている子どもたちの学習能力に
悪影響を及ぼしている。

● 女の子や女性の性と生殖に関する保健サービ
スは、危機以前からすでに十分に対応されてい
なかった。性暴力や性的搾取の発生の増加によ
り、望まない妊娠や性感染症の事例が増加し、
保健サービスのニーズがさらに高まっていると報
告されたが、利用できるサービスや物資が欠如
している。女の子や女性の月経衛生管理に関す
る保健サービスは不十分であり、食料危機がこ
の状況を悪化させている。
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提言
本報告書の調査結果に基づき、プラン・インターナショナルは、政府、援助団体、その

他人道支援関係者に向け、以下の提言を行う

ジェンダーに対応
したプログラム

飢餓の危機に瀕している数百万人の人びとの飢餓

のリスクを回避するために、必要な資金を早急に提
供すること103。 資金はすぐに利用でき、直ちに提供

され、柔軟性があり、用途不問である必要がある。

食料危機のための資金を他の緊急事態に流用して

はならない。

ジェンダーに対応した子どもの保護、GBV、メンタル
ヘルスと心理社会的支援、SRHR、重要な学校給食

プログラムを含む教育への支援のための資金が、
食料不安危機発生時に、ニーズに見合った形で要
請し、提供されるよう確実に実行すること。急性食料
不安の状況下で、子ども、特に女の子と女性の保
護、健康、ウェルビーイング（幸福）を確保するため
に、専門的かつ統合的な介入への資金提供が緊急
に必要である。

食料不安時における重要な支援として、学校給食

プログラムを実施する。必要に応じて、学校が閉鎖

された場合の代替食料配給手段を確認する必要

がある：学校給食収集サービス、持ち帰り配給、食

料バウチャー、適切な場合には現金給付など。こ

れらは、危機以前に学校に通っていなかった幼い

子どもや思春期の女の子にも行き届くよう、適応さ

せるべきである。

可能な限り、また市場が機能している場所では、多

目的現金およびバウチャーを優先的な支援方法とし
て使用する104。経済的支援は、子どもやユースの健

康、栄養、幸福の維持に明確に向けられるべきであ

り、特に、乳児、思春期の若者、ユース女性、特に妊

娠中や授乳中の母親のニーズと脆弱性に注意を払

う必要がある。

現金やバウチャーによる支援して起こりうる子ども
の保護やGBVリスクについては慎重に評価しなけ

ればならない。

保護の効果を強化し、害を及ぼさないようにするた
めに、子どもの保護とGBVへの配慮を食料安全保

障のプログラミングに統合し、またその逆も同様とす
る。これには、児童労働、CEFM、家族離散、食料不

安の結果生じる心理的苦痛などのリスクを予防し対
応することを目的とした、子どもの保護と食料安全
保障の統合プログラムの設計、実施、モニタリング
が含まれる。そのためには、プログラムサイクルの
すべての段階において、食料安全保障と子どもの保
護、GBVの関係者間の協力関係を強化する必要が

ある。

ジェンダーを考慮し、子どもに配慮し、地域が主導す
る事前対策と準備に資金を提供し、実施することに
よって、命を救うために早期に行動する。 事前行動

は、気候変動の影響を回避し緩和することを目的と
し、ジェンダーやその他の不平等がどのように脆弱
性と回復力を形成し、個人が事前行動を利用し利益
を得られる程度に影響するかについての理解に基づ
いて行われるべきである。事前行動活動の計画、設
計、実施には、女の子と女性を関与させなければな
らない。

子どもや女性が世帯主である家庭、幼い子どもの

いる家庭、避難民など、最も影響を受けた脆弱な

人々や家族のために、ジェンダーに対応した無条

件の社会保護や所得支援策を強化し、規模を拡大

するために政府を支援する。
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社会保護プログラムの構築においては、家計に
関する女性の管理力の増強、ジェンダーに基づ
く暴力の起因となる世帯内のストレスと経済的不
安の軽減および、女の子の入学と出席率促進を
考慮し、ジェンダー平等の促進を見据えた設計
をしなければならない。

ジェンダーを考慮し、子どもに配慮し、地域が主導

する回復力と気候変動への適応への投資を増や

さなければならない。特に、女の子と女性の保護、

健康、ウェルビーイング（幸福）に不可欠なサービ

スの回復力を強化することが重要である。これに

は、教育、栄養、保護、水と衛生、そして性と生殖

に関する健康サービスを含む保健が含まれる。

資料・証拠

食料安全保障のデータは、ジェンダー・年齢・障害の

有無を区別し、学齢期の子どもや思春期の若者の

ニーズに関する情報を組み込まなければならない。

食料危機下で実施される評価とデータ収集は、食料

不安に関連した保護リスクに対する思春期の若者の

特別な脆弱性に特に注意を払い、ジェンダーと年齢

グループごとの特定のニーズとリスクをよりよく特定

し理解するために強化されるべきである。

女の子の参加と
リーダーシップ

急性食料不安の状況下では、子どもや思春期の若

者、若者が、人道的プログラミングの設計におい

て、子どもや思春期の子ども、若者の話を聞き、関

与できるようにしなければならない。子どもと思春

期の若者には、情報を受け取り、フィードバックを提

供し、人道的プログラミングに有意義に参加できる

よう抱摂的で安全かつ秘密厳守の方法が提供され

なければならない。

可能な限り地元主導の対応を支援しなければならな

い。ユース女性主導の組織を含む地元の組織は、

直接的で・柔軟性があり、豊富な資金を必要とし、対

応に関する意思決定において中心的な役割を持た

せなければならない。 

根本原因への
取り組み

紛争と不安の根本原因に対処し、平和と安全の条件

を促進し、紛争の影響を受けているホットスポットで

の人道的アクセスを保証するための努力を強化しな

ければならない。影響を受けた人びとの完全な保護

を確保し、人道支援者が支援を必要とする人々に安

全にアクセス・滞在・支援実施を行うには、すべての

関係者による団結した取り組みが必要である。
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